
虚
子
と
祖
母
ノ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
波
　
利
　
一

　
昭
和
五
十
四
年
十
月
十
五
日
高
浜
虚
子
の
三
女
高
木
晴
子
先
生

を
お
迎
え
し
て
、
俳
誌
「
玉
藻
」
の
「
虚
子
曽
遊
地
め
ぐ
り
俳
句

大
会
」
が
私
の
と
こ
ろ
冨
士
屋
旅
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
　
一
行
は
関
西
汽
船
で
別
府
入
り
、
日
出
の
城
下
海
岸
・
鉄
輪
の

地
獄
地
帯
を
回
り
、
鉄
輪
で
一
泊
。
翌
十
六
日
は
志
高
潮
・
城
島

を
め
ぐ
っ
て
、
肥
後
小
国
へ
向
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。

　
こ
の
大
会
の
た
め
に
、
俳
句
関
係
者
が
虚
子
の
曽
遊
地
を
調
査

し
て
く
だ
さ
っ
た
が
、
虚
子
は
別
府
に
九
回
足
を
運
ば
れ
て
い

る
。
そ
の
内
、
私
の
祖
母
安
波
ノ
ブ
（
虚
子
は
そ
の
著
者
で
。
飛

松
の
ぶ
’
と
し
て
い
る
）
と
の
関
係
に
触
れ
て
み
た
い
。

　
虚
子
来
別
の
三
回
目
（
大
正
九
年
、
四
十
六
歳
）
、
四
回
目

　
（
昭
和
二
年
、
五
十
三
歳
）
、
五
回
目
（
昭
和
三
年
、
五
十
四

歳
）
の
三
度
冨
士
屋
旅
館
に
立
ち
寄
ら
れ
た
よ
う
だ
。
四
回
目
と

五
回
目
の
場
合
は
休
憩
の
よ
う
で
祖
母
と
淡
い
ロ
マ
ン
ス
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
の
は
、
三
回
目
の
一
泊
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。

　
そ
の
三
回
目
は
当
時
の
別
府
町
の
招
請
に
よ
り
、
虚
子
は
別

府
・
日
出
・
耶
馬
渓
に
遊
ぶ
。
文
化
人
日
名
子
太
郎
氏
（
元
別
府

町
長
・
日
名
子
旅
館
主
人
）
の
案
内
で
、
七
月
十
二
日
虚
子
は
俳

人
の
山
崎
楽
堂
・
画
家
の
小
出
楢
重
ら
を
伴
い
、
日
名
子
旅
館
か

ら
特
別
仕
立
て
の
客
馬
車
に
の
り
こ
ん
だ
。

　
亀
川
の
温
見
・
亀
陽
泉
・
血
の
池
地
獄
を
訪
れ
、
柴
石
経
由
で

海
地
獄
を
見
物
し
、
冨
士
屋
旅
館
に
一
泊
し
た
。
冨
士
屋
旅
館
で

詠
ん
だ
句
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

汗
人
に
Ｉ
山
越
へ
て
一
温
泉
（
ひ
と
ゆ
）
あ
り

湯
煙
を
吹
き
払
ふ
時
の
風
涼
し

美
し
き
人
や
蚕
飼
の
玉
篠
（
た
ま
た
す
き
）

温
泉
（
ゆ
）
に
入
る
や
昼
寝
覚
め
た
る
か
お
許
り

碧
玉
の
腸
出
た
る
毛
虫
か
な
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右
の
句
の
内
、
。
美
し
き
人
や
：
：
’
の
句
は
虚
子
も
大
変
気

に
入
り
、
七
十
七
の
祝
い
に
出
版
し
た
「
喜
寿
艶
」
で
は
、
収
録

し
た
七
十
七
句
の
中
に
こ
の
一
句
が
入
っ
て
い
る
。

　
虚
子
先
生
は
母
に
Ｉ
目
ぼ
れ
さ
れ
た
よ
う
だ
と
、
父
利
夫
よ
り

か
つ
て
き
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
祖
母
ノ
ブ
は
佐
伯
の
毛
利

藩
奥
家
老
だ
っ
た
古
賀
家
か
ら
祖
父
利
吉
に
嫁
い
で
き
た
が
、
虚

子
と
の
出
会
い
の
時
は
四
十
八
歳
位
、
祖
父
が
他
界
し
て
十
年
の

四
十
後
家
の
身
で
あ
っ
た
。
肥
満
タ
イ
プ
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
虚

子
の
気
を
ひ
く
美
し
さ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
俳
句

関
係
者
の
説
に
よ
る
と
、
虚
子
は
訪
れ
る
各
地
に
一
目
ぼ
れ
の
淡

い
ロ
マ
ン
ス
が
あ
っ
た
と
か
。

　
一
泊
の
と
き
、
虚
子
が
祖
母
の
絵
を
描
い
た
そ
う
で
あ
る
。
そ

れ
を
表
装
し
た
掛
軸
が
冨
士
屋
に
あ
り
、
父
よ
り
見
せ
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
大
会
の
席
で
知
人
（
大
野
保
治
大
分
大
教
授
の

ご
母
堂
）
よ
り
披
露
さ
れ
、
ほ
と
ほ
と
困
っ
て
し
ま
っ
た
。
大
会

関
係
者
か
ら
、
虚
子
が
女
の
絵
を
描
い
た
の
は
珍
し
い
、
虚
子
史

伝
の
Ｉ
ペ
ー
ジ
を
飾
る
と
か
い
わ
れ
る
の
だ
が
、
父
よ
り
そ
の
絵

を
引
き
継
い
だ
覚
え
が
な
い
。
父
か
ら
教
え
ら
れ
た
の
は
、
一
枚

の
色
紙
絵
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
小
出
楢
重
画
伯
が
虚
子
一
行
の
客

馬
車
乗
車
姿
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
知
人
の
記
憶
違
い
で
は

と
、
失
礼
な
が
ら
思
っ
て
も
み
た
が
、
医
者
で
俳
人
の
渡
辺
一
魯

先
生
と
一
緒
に
父
よ
り
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
の
こ
と
で
、
私
も
何

か
責
任
み
た
い
な
も
の
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
う
い
っ
た
虚
子
と
祖
母
の
関
係
か
ら
、
句
の
。
美
し
き
人
’

は
祖
母
で
は
な
い
か
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
母
に
蚕
飼
の
有
無
を

尋
ね
た
が
、
嫁
い
で
く
る
前
の
こ
と
で
よ
く
知
ら
な
い
様
子
で
あ

る
。
母
が
出
た
つ
い
で
に
触
れ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
市
内

の
あ
る
俳
人
が
祖
母
ノ
ブ
と
母
サ
キ
を
取
り
違
え
て
、
虚
子
と
母

の
関
係
と
題
し
て
あ
る
本
に
書
か
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
間
違
い

で
あ
る
。
虚
子
来
館
の
折
に
は
、
母
は
冨
士
屋
に
嫁
い
で
な
か
っ

た
。

　
父
の
生
前
、
右
の
句
に
つ
い
て
父
に
き
い
た
こ
と
が
あ
る
。
父

は
、
虚
子
先
生
一
行
が
柴
石
か
ら
北
鉄
輪
の
旧
道
経
由
で
鉄
輪
に

き
た
が
、
北
鉄
輪
の
人
口
で
休
憩
し
（
柴
石
か
ら
の
急
坂
を
登
っ

た
の
で
人
馬
と
も
休
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
）
、
そ
の
折
虚
子
先
生
は

蚕
飼
農
婦
の
玉
篠
姿
を
見
た
ら
し
く
、
祖
母
と
の
出
会
い
の
後
、

祖
母
の
玉
樟
姿
と
し
て
詠
ん
だ
と
、
や
１
日
慢
気
に
話
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
る
。
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そ
れ
で
大
会
の
懇
親
会
の
席
上
、
晴
子
先
生
に
。
美
し
き
人
’

は
、
や
は
り
祖
母
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
と
申
し
あ
げ
る
と
、
先
生

は
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
と
笑
み
を
う
か
べ
な
が
ら
い
わ
れ

た
。

　
晴
子
先
生
よ
り
記
念
の
色
紙
を
い
た
だ
い
た
。

別
府
晩
秋
清
し
山
並
清
し
海
　
　
晴
子

　
と
詠
ま
れ
て
あ
っ
た
。
虚
子
の
本
名
は
「
清
」
。
虚
子
ご
縁
の

冨
士
屋
に
「
清
」
の
二
文
字
入
り
の
句
を
い
た
だ
き
、
彼
岸
の
祖

母
ノ
ブ
・
父
利
夫
も
き
っ
と
喜
ん
で
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

萩
宿
の
虚
子
と
祖
母
と
の
物
語
　
　
年
寿

　
　
〈
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一
人
者
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七
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榎
本
松
之
助
の
口
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の
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古
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で
、

そ
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写
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変
苦
労
し
、
一
部
中
間
不
明
も
生

じ
た
が
、
こ
こ
に
披
露
し
た
い
。
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